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atmosphere-ocean model. Tri-MIPathlon-3, December 3,2021, oral 
presentation. 



76. 渡部雅浩, 2021: 10 年規模気候変動予測：現状と今後の挑戦. 科学技術未

来戦略ワークショップ. JST-CRDS,2021 年 11 月 2 日, 口頭発表

（invited）. 

77. Watanabe, M., Y. Imada, et al., 2021: Attributing extreme weather 
events over East Asia: Heatwave. 北東アジアシンポジウム, 2021 年 11
月 4-5 日, 口頭発表（invited）. 

78. Watanabe, M., Y. Fukuda, and F.-F. Jin, 2022: Mode of precipitation 
variability generated by coupling of ENSO with seasonal cycle in the 
tropical Pacific. Ocean Sciences Meeting, February 27- March 4,2022, 
oral presentation. 

79. Kohyama, T., Y. Yamagami, H. Miura, S. Kido, H. Tatebe, and M. 
Watanabe, 2021: The Gulf Stream and Kuroshio current are 
synchronized. American Geophysical Union Fall Meeting, December 
17,2021, oral presentation. 

80. Kohyama, T., Y. Yamagami, H. Miura, S. Kido, H. Tatebe, and M. 
Watanabe, 2022: Synchronization of the Gulf Stream and Kuroshio. 
Ocean Sciences Meeting, February 27- March 4, 2022, oral 
presentation. 

81. 森正人, 小坂優, 田口文明, 2021: WACE パターン形成・維持に対する大

気－海氷結合の役割．日本気象学会秋季大会, 2021 月 12 月 3 月, ポスタ

ー発表. 

82. Kosaka, Y., T. Machimura, H. Kubota, H. Nakamura, S.-P. Xie, 2021: 
Two dominant teleconnection patterns over the summer Northwestern 
Pacific and their interdecadal modulations ACRE 2021 workshop, Oct 
4-5, 2021, oral presentation. 

83. 小坂 優, 2021: CMIP6 におけるシルクロードパターンの 
温暖化に伴う変調. 日本気象学会 2021 年度秋季大会, 2021 年 12 月 2-8
日, 口頭発表. 

84. Kosaka, Y., Y. Uchida, 2021: Weakening of the Silk Road 
teleconnection pattern under global warming in CMIP6 projections, 
American Geophysical Union Fall Meeting, December 13-17,2021, oral 
presentation. 

85. Kosaka, Y., S.-P. Xie, 2022: The rapid global surface warming in the 
mid-2010s and the role of tropical Pacific decadal variability. Ocean 
Sciences Meeting, February 27- March 4, 2022, oral presentation. 
 



・ 広報活動 
1. 今田由紀子, 2021: 地球温暖化によって猛暑・豪雨はどうなるのか？異常

気象と地球温暖化の関係を解き明かす新手法～イベント・アトリビューシ

ョン～. 慶應大学経済学部 全労済協会寄附講座, 2021 年 12 月 14 日. 
2. 今田由紀子, 2021：地球温暖化と日本の豪雨, 地盤工学会・2021 年度第２

回 宅地地盤の評価に関する最近の知見講習会, 2022 年 1 月 20 日. 
3. 今田由紀子, 2021: 気候変動と異常気象。近年の猛暑、豪雨は人間のせ

い？, JpGU 高校生のための冬休み講座, 2021 年 12 月 25 日. 
4. 今田由紀子, 2021: 豪雨と気候変動の関係を探る「イベント・アトリビュ

ーション」, 福岡管区気象台 令和 3 年度気候講演会, 2021 年 12 月 18 日. 
5. 今田由紀子, 2021: Syukuro MANABE - Nobel Laureate & Climate 

Research Pioneer, NHK WORLD-JAPAN, 2021 年 12 月 14 日, 

https://www3.nhk.or.jp/nhkworld/en/tv/scienceview/20211214/2015272/. 
6. 今田由紀子, 2021: 温暖化による異常気象を「見える化」, 朝日中高生新

聞, 2021 年 10 月 10 日. 
7. 今田由紀子, 2021:ノーベル賞・真鍋さんの警告から半世紀！数値化された

温暖化の脅威, 現代ビジネス Web, 2021 年 10 月 8 日, 

https://gendai.ismedia.jp/articles/-/87901. 
8. 今田由紀子, 2021: 災害激化招く気候危機. しんぶん赤旗, 2021 年 8 月 29

日. 
9. 芳村圭, 2021: 「気候と水循環研究の最前線〜水の同位体から古文書まで

〜」, 愛知県立時習館高等学校 AGH 発展学習（国内大学との連携）, 
2021 年 9 月 30 日. 

10. 高橋桂子, 芳村圭, 大石裕介, 2021: 「人工衛星・AI 活用による持続的な

防災減災」, JST 未来社会事業 エコプロ 2021 ミニセミナー, 2021 年 12
月 9 日. 

11. 芳村圭, 2021: 「データ×防災～命を守らなきゃスペシャル～」, ＮＨＫ

九州・沖縄, 2021 年 6 月 4 日. 
12. 芳村圭, 2021: 「氾濫の危険性 30 時間以上前に予測 JAXA×東大が開

発」, テレビ朝日スーパーJ チャンネル, 2021 年 6 月 18 日. 
13. 芳村圭, 2021: 「JAXA と東大、「Today's Earth -Japan」が氾濫の危険

を 30 時間以上前に予測できていたことを確認」, 日経速報ニュース, 
2021 年 6 月 18 日. 

https://www.nikkei.com/article/DGXLRSP612767_Y1A610C2000000/  



14. 芳村圭, 2021: Earlier flood forecasting could help avoid disaster in 
Japan, EurekAlert!, 2021 年 6 月 18 日. 

https://www.eurekalert.org/pub_releases/2021-06/iois-eff061821.php 
15. 芳村圭, 2021: 「洪水３０時間以上前に予測 東大など自治体へ情報提

供」, 産経新聞, 2021 年 6 月 19 日朝刊. 
16. 芳村圭, 2021: 「洪水３０時間以上前に予測 東大など自治体へ情報提

供」, 産経新聞（大阪）, 2021 年 6 月 19 日夕刊. 
17. 芳村圭, 2021: 「東大と JAXA の河川流量予測システム、30 時間以上前

に氾濫予測が可能なことを確認」, マイナビニュース, 2021 年 6 月 18 日. 

https://news.mynavi.jp/article/20210618-1906787/ 
18. 芳村圭, 2021: 「堤防決壊の９割を３２時間前に警告…東大とＪＡＸＡが

河川氾濫の予測システム」, 読売新聞オンライン, 2021 年 6 月 18 日. 

https://www.yomiuri.co.jp/science/20210618-OYT1T50258/ 
19. 芳村圭, 2021: 「洪水予測 より早く 東大・ＪＡＸＡ 衛星活用」, 読

売新聞, 2021 年 6 月 19 日夕刊. 
20. 芳村圭, 2021: 「東大とＪＡＸＡ 洪水予測システム開発／氾濫情報 ３

０時間前に／予報と併用 被害軽減」, 河北新報, 2021 年 6 月 19 日朝刊. 
21. 芳村圭, 2021: 「河川氾濫、30 時間前に予測東大などシステム開発」, 中

部経済新聞（オンライン）, 2021 年 6 月 19 日. https://www.chukei-

news.co.jp/news/2021/06/19/OK0002106190d01_04/ 
22. 芳村圭, 2021: 「河川氾濫 ３０時間前に予測 東大・ＪＡＸＡシステム

開発」, 沖縄タイムス, 2021 年 6 月 20 日朝刊. 
23. 芳村圭, 2021: 「河川氾濫の危険、独自システムで 32 時間前に予測

JAXA、東大など」, Science Portal, 2021 年 6 月 21 日. 

https://scienceportal.jst.go.jp/newsflash/20210621_n01/ 
24. 芳村圭, 2021: 「Earlier flood forecasting could help avoid disaster in 

Japan」, Prevention WEB(国連広報センターUNDRR), 2021 年 6 月 18
日. 

25. 芳村圭, 2021: 「堤防の決壊、９割を予測／ＪＡＸＡと東大、システムの

有効性確認」, 電気新聞, 2021 年 6 月 25 日. 
26. 芳村圭, 2021: 「30 時間以上前に洪水の可能性を予測!? 東大と JAXA が

開発したシステムの“適中率”を聞いた」, FNN プライムオンライン, 
2021 年 6 月 29 日. https://www.fnn.jp/articles/-/202270 

27. 芳村圭, 2021: 「30 時間前に氾濫予測 洪水予測システム開発 東大と

JAXA」, 毎日新聞, 2021 年 7 月 8 日朝刊. 



28. 芳村圭, 2021: 「決壊地点の 9 割的中 最新洪水予測システム」, しんぶ

ん赤旗, 2021 年 7 月 14 日. 
29. 芳村圭, 2021: 「洪水などの予報 研究機関や民間事業者にも許可を 気象

庁検討会」, NHK オンライン, 2021 年 8 月 24 日. 

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20210824/k10013221261000.html 
30. 芳村圭, 2021: 「東大生産技術研、気象予報精度向上へ新手法水の同位体

に着目」, 電波新聞, 2021 年 9 月 15 日. 
31. 芳村圭, 2021: 「日本気象協会と東大、気温や風速など多くの気象変数の

予測精度が改善することを実証」, 日本経済新聞電子版, 2021 年 9 月 14
日. https://www.nikkei.com/article/DGXLRSP617902_14092021000000/ 

32. 芳村圭, 2021: 「人工衛星の観測情報を活用することで天気予報の精度が

向上、東大生研が確認」, マイナビニュース, 2021 年 9 月 14 日. 

https://news.mynavi.jp/article/20210914-1972866/ 
33. 芳村圭, 2021: 「Better weather forecasting through satellite isotope 

data assimilation」, Eurekalert, 2021 年 9 月 14 日. 

https://www.eurekalert.org/news-releases/928344 
34. 芳村圭, 2021: 「东京大学团队通过卫星同位素数据同化，更精准高效地预

测天气」, OFweek, 2021 年 9 月 15 日. https://fiber.ofweek.com/2021-

09/ART-210007-8140-30525068.html 
35. 芳村圭, 2021: 「東京大学と日本気象協会が人工衛星から観測した「重い

水蒸気」が天気予報の精度向上に寄与することを実証」, TechCrunch 
Japan, 2021 年 9 月 15 日. https://jp.techcrunch.com/2021/09/15/jwa-

tokyo-univ-heavy-vapor/ 
36. 芳村圭, 2021: 「宇宙から観測した「重い水蒸気」で天気予報を変える」, 

日本の研究.com, 2021 年 9 月 15 日. https://research-

er.jp/articles/view/103072 
37. 芳村圭, 2021: 「Demonstrate that “heavy water vapor” observed 

from artificial satellites by the University of Tokyo and the Japan 
Weather Association contributes to improving the accuracy of weather 
Forecasts」, Today Nation News（オンライン）, 2021 年 9 月 15 日. 

38. 芳村圭, 2021: 「Better weather forecasting through satellite isotope 
data assimilation」, Department of Atmospheric Sciences, University 
of Washington, 2021 年 9 月 15 日. 

https://atmos.uw.edu/2021/09/15/better-weather-forecasting-through-
satellite-isotope-data-assimilation/ 



39. 芳村圭, 2021: 「宇宙から観測した「重い水蒸気」で天気予報を変える」, 
テック・アイ技術情報研究所, 2021 年 9 月 15 日. 

https://tiisys.com/blog/2021/09/15/post-97554/ 
40. 芳村圭, 2021: 「重い水蒸気」が天気予報変える, しんぶん赤旗, 2021 年

9 月 20 日. 
41. 芳村圭, 2021: 「「重い水蒸気」観測で予報精度アップ センサー技術な

ど業界貢献も期待」, 電波新聞, 2021 年 10 月 1 日. 
42. 芳村圭, 2021: 「「IIS TODAY 人間・社会系部門 教授 芳村 圭」, 生

研ニュース, 2021 年 10 月 1 日. https://www.iis.u-

tokyo.ac.jp/topics/IISNEWS/IISNEWS191.pdf 
43. 芳村圭, 2021: 「“重い水蒸気”で天気予報の精度向上！奥深い“水の同

位体”研究とは？」, TECH+,  2021 年 11 月 2 日.  

https://news.mynavi.jp/techplus/article/20211102-2174771/ 
44. 芳村圭, 2022: 「【独自】洪水予測 信州で精度向上 長野県・東大・ＪＡ

ＸＡなど 共同研究本格化 市町村に参加打診 情報共有へ」, 信濃毎日新

聞, 2022 年 1 月 4 日. 
45. 芳村圭, 2022: 「河川の氾濫を 1 日以上前に警報、精度向上 早め避難

に」, 日本経済新聞, 2022 年 1 月 10 日朝刊. 
46. 林未知也, 2021: 「地球温暖化の原因は人間の活動と初めて断定 国連

IPCC が報告書」, NHK NEWS WEB, 2021 年 8 月 10 日掲載. 
47. 林未知也, 2021: 「ニュース 富山人 SDGs×ジブンゴト 私たちの温暖化

対策 ほか」, NHK 富山, 2021 年 9 月 15 日放送. 
48. 林未知也, 2021: NHK ニュース「地球温暖化の原因は人間の活動と初めて

断定 国連 IPCC が報告書」, NHK 総合, 2021 年 8 月 9 日放送. 
49. 林未知也, 江守正多, 2021: 「100 人のアバターが環境問題クイズに挑

む！未来王 2030」, NHK 総合, 2021 年 2 月 23 日放送. 
50. 佐藤 正樹, 2021: NHK NEWS WEB にて国連 IPCC（気候変動に関する

政府間パネル）の報告書に関して佐藤正樹教授のコメントが掲載。NHK 
NEWS WEB: 地球温暖化の原因は人間の活動と初めて断定 国連 IPCC
が報告書, 2021 年 8 月 10 日. 

51. 佐藤 正樹, 2021: Cyclone “seed” survival affects hurricane season 
intensity, [AGU EOS] Learn, J. 2021, 2021 年 11 月 15 日. 

52. 佐藤 正樹, 2021: 「気候の巨人」広がる研究の裾野 予報士から見た真鍋

氏. コメントが真鍋氏のノーベル賞受賞記事に掲載, 日本経済新聞電子版

2021 年 10 月 6 日掲載. 



53. 池端 耕輔、佐藤 正樹, 2021: 台風発生数の変動要因：台風の種の発生数

と台風への生存率の気候特性, 大気海洋研究所研究トピック, 日本経済新

聞電子版 2021 年 10 月 6 日掲載, 2021 年 12 月 8 日. 
54. 佐藤正樹, 2021: 地球温暖化に伴って凶暴化する台風. 日本商工会議所講

演会 2021 年 10 月 21 日. (招待講演) 

55. Masaki Satoh, 2021: Detection, attribution, and projection of tropical 
cyclones affected by global warming. OIST seminar, Fluid Mechanics 
Unit, November 2, 2021. (seminar) 

56. 佐藤正樹, 2021: 変化する気候における極端気象・気候. 特集 IPCC シン

ポジウム/気候講演会. グローバルネット. 2021 年 12 月号. 
57. 佐藤正樹, 2021:特別企画「真鍋淑郎博士の業績と素顔」業績の紹介. 日本

気象学会 2021 年秋季大会 2021 年 12 月 4 日. 
58. 小玉知央, 2021: 第 23 回高校生のための科学講演会・第 19 回先生のため

の科学講座「ノーベル賞 2021：化学賞・物理学賞を解説」（主催：宮崎

県理科・化学教育懇談会）講師, 2021 年 12 月 12 日. 
59. 那須野智江, 2021:「台風予測の高精度化」, JAMSTEC 地球環境変動予測

研究に関するプレスレク（オンライン）, 2021 年 10 月 21 日. 
60. 釜江陽一, 2021: なぜ真夏に大雨が降り続いたのか. MBS ラジオネットワ

ーク１・１７, 2021 年 8 月 29 日. 
61. 釜江陽一, 2021: 8 月まさかの豪雨、なぜ？ 三つの悪条件、温暖化影響

か. 朝日新聞デジタル, 2021 年 8 月 29 日. 
62. 釜江陽一, 2021: 日本の夏、まさかの長雨 ３条件重なり、列島縦断ほど

の前線居座る, 2021 年 8 月 27 日. 
63. 釜江陽一, 2021: 日本上空に出現 約 2000km の大気の川. 読売テレビウェ

ークアップ！, 2021 年 8 月 21 日. 
64. 釜江陽一, 2021: ８・２０から７年の今、考える… 頻発する災害 変わっ

てきた「情報」のあり方 広島土砂災害. 中国放送イマナマ, 2021 年 8 月

20 日. 
65. 釜江陽一, 2021: 「大気の川」長さ 2 千キロ 18 年の西日本豪雨並み. 日

本経済新聞, 2021 年 8 月 18 日. 
66. 釜江陽一, 2021: 続く大雨、極めてまれな条件重なる 専門家「西日本豪雨

と酷似」. 毎日新聞, 2021 年 8 月 17 日. 
67. 釜江陽一, 2021: 真夏の前線豪雨 避難をためらわないで！. NHK 総合お

はよう日本, 2021 年 8 月 17 日. 
68. 釜江陽一, 2021: 「大気の川」温暖化で雨量増加か. TBS テレビ

NEWS23, 2021 年 8 月 16 日. 



69. 釜江陽一, 2021: 列島上空に約 2000km の大気の川. フジテレビめざまし

8, 2021 年 8 月 16 日. 
70. 釜江陽一, 2021: 真夏に前線停滞 「大気の川」が発生. フジテレビ Mr.サ

ンデー, 2021 年 8 月 15 日. 
71. 釜江陽一, 2021: 「大気の川」大量の水蒸気の流れ 複数の線状降水帯生

む. 産経新聞, 2021 年 8 月 15 日. 
72. 釜江陽一, 2021: 平均を大幅に上回る雨量 3 年前の西日本豪雨に酷似. テ

レビ朝日サタデーステーション, 2021 年 8 月 14 日. 
73. 釜江陽一, 2021: 西日本豪雨に匹敵する大雨か 災害発生に厳重警戒. テレ

ビ朝日週刊ニュースリーダー, 2021 年 8 月 14 日. 
74. 釜江陽一, 2021: 解説 長引く雨の原因は. NHK 総合ニュース 7, 2021 年 8

月 13 日. 
75. 釜江陽一, 2021: 長さ２０００キロ超、豪雨もたらす「大気の川」出現. 

読売新聞, 2021 年 8 月 13 日. 
76. 釜江陽一, 2021: 前線停滞 九州北部で大雨 北陸でも雨強く厳重警戒を. 

NHK News Web, 2021 年 8 月 12 日. 
77. 釜江陽一, 2021: 災害リスク水蒸気で把握／衛星や気球のデータ解析. 読

売新聞西日本版, 2021 年 7 月 2 日. 
78. 釜江陽一, 2021: 豪雨の正体に迫る 大気の川×線状降水帯. 気象サイエン

スカフェ, 2021 年 5 月 29 日. 
79. 釜江陽一, 2021: 災害もたらす線状降水帯と水蒸気運ぶ大気の川要注意 . 

テレビ朝日大下容子ワイド！スクランブル, 2021 年 5 月 21 日. 
80. 渡部雅浩, 2021: NHK BS コズミックフロント, 2021 年 12 月 9 日（作成

協力）. 
81. 渡部雅浩, 2021: 今すぐ知りたい! 気候変動, 子供の科学, 2021 年 11 月号. 
82. 渡部雅浩, 2021: EXIT の SDGｓで地球のバイブスいとあがりけり, めざ

まし 8, 2021 年 10 月 28 日. 
83. 渡部雅浩, 2021: 【解説】真鍋博士の研究は、温暖化の予測にどう貢献し

たのか, NewsPicks, 2021 年 10 月 17 日. 
84. 渡部雅浩, 2021:ノーベル物理学賞に真鍋. 朝日小学生新聞, 2021 年 10 月

7 日. 
85. 渡部雅浩, 2021: 受け継がれるノーベル賞・真鍋さんのアプローチ 渡部

雅浩東大教授語る. 産経新聞, 2021 年 10 月 6 日. 
86. 渡部雅浩, 2021: 気候研究 異例の受賞. 毎日新聞, 2021 年 10 月 6 日. 
87. 渡部雅浩, 2021: 真鍋淑郎氏ノーベル物理学受賞, めざまし 8, 2021 年 10

月 5 日. 



88. 渡部雅浩, 2021: 真鍋淑郎氏ノーベル物理学受賞, 報道ステーション, 2021
年 10 月 4 日. 

89. 渡部雅浩, 2021: 「2050 年カーボンニュートラルの必要性 鮮明に」 渡

部雅浩・東大教授に聞く. 産経新聞, 2021 年 10 月 3 日. 
90. 岩切友希、渡部雅浩, 2021: 強いエルニーニョがラニーニャの引き金に, 

科学新聞, 2021 年 9 月 17 日. 
91. 渡部雅浩, 2021: CO2 排出ゼロは不可欠 論点「温暖化止める対策は」, 

毎日新聞, 2021 年 8 月 15 日. 
92. 渡部雅浩, 2021: 狂暴化する異常気象「速いスピードで悪化」 IPCC 報

告書の警告, 毎日新聞, 2021 年 8 月 9 日. 
93. 渡部雅浩, 2021: 最悪シナリオ 4.4℃上昇―IPCC 報告書―, 読売新聞, 

2021 年 8 月 10 日. 
94. 渡部雅浩, 2021: IPCC 報告書「1.5℃以上上昇」、自然災害激化を警告」, 

TBS News23, 2021 年 8 月 9 日. 
95. 渡部雅浩, 2021: IPCC 報告書「1.5℃以上上昇」、自然災害激化を警告」, 

TBS あさチャン, 2021 年 8 月 10 日. 
96. 渡部雅浩, 2021: 気温上昇の IPCC 報告 執筆者は, 日経新聞, 2021 年 8 月

11 日. 
97. 渡部雅浩, 2021: 気候変動はどうやって予測？ ＩＰＣＣ最新報告書の執筆

者に聞く. TBS ニュースオンライン, 2021 年 8 月 12 日, 

https://news.tbs.co.jp/newseye/tbs_newseye4335528.html 
98. 渡部雅浩, 小坂 優, 2021: 気候危機 人類へ限界警報, 朝日新聞, 2021 年 8

月 15 日. 
99. 渡部雅浩, 2021: 2021 年 8 月のイタリア・ギリシャ猛暑と山火事. 日テレ

News Every, 2021 年 8 月 16 日. 
100. 渡部雅浩, 2021: 気候変動はどうやって予測? IPCC 最新報告書の執筆者に

聞く, BSN 新潟放送, 2021 年 8 月 16 日. 
101. 渡部雅浩, 2021: カーボンニュートラルの必要性、鮮明に 渡部雅浩・東

大教授が読む. 産経新聞, 2021 年 8 月 22 日. 
102. 渡部雅浩, 2021: 「極端な気象」脅威明白. 東京新聞, 2021 年 8 月 24 日. 
103. 渡部雅浩, 2021: STOP! 温暖化 相次ぐ異常気象. 中日新聞, 2021 年 8 月

27 日. 
104. 渡部雅浩, 2021: Newton 別冊『ゼロからわかる天気と気象』(編集協力), 

2021 年 4 月. 
105. 渡部雅浩, 2021: 論文直言 2050 年カーボンニュートラル, 産経新聞, 

2021 年 4 月 4 日. 



106. 高谷祐平, 小坂 優, 渡部雅浩, 前田修平, 2021: 気象研究所と東大、最新

の季節予測モデルを用い 1 年先の夏季アジアモンスーンの予測に成功, 日
経新聞, 2021 年 4 月 7 日. 

107. 高谷祐平, 小坂 優, 渡部雅浩, 前田修平, 2021: 1 年先の季節風を予測 最
新数値モデルで―気象庁・東大, 時事通信, 2021 年 4 月 7 日. 

108. 高谷祐平, 小坂 優, 渡部雅浩, 前田修平, 2021: 1 年先の季節風を予測 最
新数値モデルで―気象庁・東大, Yahoo ニュース, 2021 年 4 月 7 日. 

109. 渡部雅浩, 2021: IPCC AR6 の概要―AR5 以降、なにがわかったか―. 統
合プログラム公開シンポジウム, オンライン, 2021 年 8 月 31 日. 

110. 渡部雅浩, 2021: 1 時間でわかる IPCC 最新報告書. 気象キャスターネット

ワーク講演会, オンライン, 2021 年 10 月 9 日. 
111. 渡部雅浩, 2021: 地球温暖化の最新の知見と今後の見通し. 東京海上研究

所オンラインセミナー, 2021 年 10 月 21 日. 
112. 渡部雅浩, 2021: 地球はいまどうなっているの？ これからどうなってゆ

くの？ 「子供の科学」講演会, 2021 年 12 月 5 日. 
113. 渡部雅浩, 2021: 地球温暖化の最新の知見と今後の見通し. 気象学会九州

支部講演会, 2021 年 12 月 19 日. 
114. 竹村俊彦, 2021: 気候変動を科学的に視る. SDG13 探究 Cafe, オンライン, 

2021 年 7 月 25 日  
115. 竹村俊彦, 2021: PM2.5 の謎に迫る！ 〜気候変動と大気汚染の深い関係

〜. 第 80 回サイエンスカフェ＠ふくおか, オンライン, 2021 年 8 月 6 日 
116. 竹村俊彦, 2021: Co-control of air pollution and surface air temperature. 

Asia Pacific Clean Air Partnership Joint Fourm Side Event “Training 

Workshop in Integrated Short-Lived Climate Pollutants into Urban 
Plans and Initiative”, オンライン, 2021 年 9 月 10 日 

117. 竹村俊彦, 2021: Air pollution and climate change linkages. Capacity 

Development Program on Air Quality Management and Emission 
Reduction of PM2.5 for Asian Countries, オンライン, 2021 年 9 月 17 日 

118. 竹村俊彦, 2021: 未来の気候変動 ～きれいな大気をめざして～. ここふる

サイエンスカフェ Vol. 1, 大野城心のふるさと館・オンライン, 2021 年

12 月 17 日 
119. 竹村俊彦, 2022: 持続可能な社会の実現に向けて 〜気候モデルが描く将来

の気候変動〜. 福岡国際ミズ・シンポジウム 2021, エルガーラホール, 
2022 年 3 月 21 日  

120. 竹村俊彦, 2021: 知っていますか PM2.5 の今. 広報大野城, 2021 年 4 月

15 日 



121. 竹村俊彦, 2021: 大気汚染を改善すると、温暖化が進む？ 脱炭素に必要な

のは、複雑さと向き合う力. IDEAS FOR GOOD, 2021 年 6 月 2 日 
122. 竹村俊彦, 2021: 地球温暖化に関する解説, RKB テレビ「タダイマ！」, 

2021 年 9 月 23 日  
123. 竹村俊彦, 2021: 地球からの警告〜九州にも迫るタイムリミット〜. RKB

テレビ, 2021 年 10 月 9 日 
124. 小倉知夫, 2021: 「日本沈没」をまじめに検証, AERA2021 年 11 月 29 日. 
125. 小坂 優, 2021: 全球スケールの気候変動と人類活動の影響 –IPCC AR6 に

まとめられた知見–. 統合プログラム公開シンポジウム, オンライン, 2021
年 8 月 31 日. 

126. 小坂 優, 2021: 気候変動への人為的影響, IPCC シンポジウム/気候講演会 
「気候変動を知る～最新報告書が示すこれまでとこれから～」, オンライ

ン, 2021 年 10 月 29 日 ~ 2023 年 3 月末（予定）講演動画配信. 
127. 小坂 優, 2021: 地球からの警告〜九州にも迫るタイムリミット〜, RKB 毎

日放送, 2021 年 10 月 9 日. 
128. 小坂 優, 2021: 気候変動の自然科学的理解 ~IPCC による最新の報告書を

読み解く~, 東京大学 高校生と大学生のための金曜特別講座, オンライン, 
2021 年 11 月 26 日. 

129. Yu Kosaka, 2021: 世见|极端天气如何发端 有些变化不可逆转, 每日经济

新闻(中国), 2021 年 8 月 13 日. 
130. 神山翼, 2021: 黒潮と米の暖流 水温連動…お茶の水大など発表 偏西風

が介在か. 読売新聞, 2021 年 10 月 15 日.  
131. 神山翼, 2021: 黒潮・メキシコ湾流変動、海面水温と同期 お茶の水女子

大など発見. 日刊工業新聞, 2021 年 10 月 15 日.  
132. 神山翼, 山上遥航, 三浦裕亮, 木戸晶一郎, 建部洋晶, 渡部雅浩 2021: お

茶の水女子大・東大・海洋研究開発機構、黒潮とメキシコ湾流の同期現象

を発見. 日本経済新聞, 2021 年 10 月 15 日. 
133. 神山翼, 2021: 偏西風で海面水温が同時に上下 黒潮とメキシコ湾流 お茶

大・東大. 時事通信, 2021 年 10 月 15 日.  
134. 神山翼, 2021: Northern Atlantic and Pacific currents are in sync. 

Physics Today, 2021 年 10 月 15 日. 
135. 神山翼, 2021: Gulf Stream and Kuroshio Current found to be 

synchronized on decadal time scale. Phys.org, 2021 年 10 月 15 日. 
136. 神山翼, 2021: 1 万 km 離れた黒潮とメキシコ湾流、同期していた 水温変

化が連動. 毎日新聞, 2021 年 10 月 16 日.  



137. 神山翼, 山上遥航, 2021: 1 万キロ離れた黒潮とメキシコ湾流 海水温が同

時変化 お茶の水女子大，東大など解明. 科学新聞, 2021 年 10 月 22 日. 
138. 神山翼, 2021: 海面水温，偏西風で同時に上下. 日経産業新聞, 2021 年 10

月 29 日. 
139. 「プレスリリース」1 年先の夏季アジアモンスーンの予測に成功 高谷 祐

平（気象庁気象研究所）, 小坂 優（東京大学先端科学技術研究センタ

ー）、渡部 雅浩（東京大学大気海洋研究所）、前田 修平（気象庁高層気

象台）2021 年 4 月 7 日 

140. 「プレスリリース」孫は祖⽗⺟が遭遇しないような暑い⽇と⼤⾬を何度経

験するのか -極端な気象現象の変化に関する世代間不公平性とその地域

間不公平性の評価- 塩竈秀夫（国立環境研究所）, 藤森真一郎（京都大学

工学研究科）, 長谷川知子（立命館大学理工学部）, 高橋潔, 亀山康子, 江
守正多（国立環境研究所）2021 年 6 月 11 日 

141. 「プレスリリース」日本中の河川をモニタリング！『Today's Earth – 
Japan』〜氾濫の危険を３０時間以上前に予測〜Earlier flood forecasting 
could help avoid disaster in Japan 馬文超（東京大学生産技術研究所）, 
石塚悠太（マサチューセッツ大学）, 芳村圭（東京大学生産技術研究所、

宇宙航空研究開発機構）, 山崎大, 日比野研志（東京大学生産技術研究

所）, 山本晃輔（宇宙航空研究開発機構、東京大学生産技術研究所）, 可
知美佐子, 沖理子（宇宙航空研究開発機構）2021 年 6 月 18 日 

142. 「プレスリリース」地球温暖化予測において雲減少による温暖化の加速効

果が過小評価－対流活動に着目して予測の不確かさを減らす－廣田渚郎, 
小倉知夫, 塩竈秀夫（国立環境研究所）, 渡部雅浩（東京大学大気海洋研

究所）, 釜江陽一（筑波大学）, 鈴木健太郎（東京大学大気海洋研究所）

2021 年 6 月 29 日 
143. 「プレスリリース」強いエルニーニョが 2 年間続くラニーニャを引き起こ

すことを解明 岩切友希, 渡部雅浩（東京大学大気海洋研究所）2021 年 8
月 25 日 

144. 「プレスリリース」宇宙から観測した「重い水蒸気」で天気予報を変える 

Better Weather Forecasting Through Satellite Isotope Data 
Assimilation 多田真嵩（一般財団法人日本気象協会）, 芳村圭, 取出欣也

（東京大学生産技術研究所）2021 年 9 月 14 日 
145. 「プレスリリース」温暖化に伴う熱帯上層雲の高度の変化が上層雲を減ら

して温暖化を弱める ―マイクロスケールの物理が温暖化予測に与える影

響― 大野知紀, 野田暁, 清木達也 (海洋研究開発機構), 佐藤 正樹 (東京

大学大気海洋研究所) 2021 年 9 月 22 日 



146. 「プレスリリース」グリーンランド氷床に飛来するダストの起源～アイス

コア中の微量なダストから過去 100 年の変化が明らかに～Researchers 
track changes in Greenland ice core dust over the past 100 years 永塚尚

子（国立極地研究所）, 東久美子（国立極地研究所、総合研究大学院大

学）, 對馬あかね（千葉大学理学研究院）, 藤田耕史（名古屋大学環境学

研究科）, 的場澄人（北海道大学 低温科学研究所）, 大沼友貴彦（東京大

学生産技術研究所）他 2021 年 9 月 28 日 
147. 「プレスリリース」黒潮とメキシコ湾流の同期現象を発見～大気と海洋の

相互影響によってもたらされる異常気象の解明に道～神山翼（お茶の水女

子大学）, 山上遥航（東京大学大気海洋研究所）, 三浦裕亮（東京大学理

学系研究科）, 木戸晶一郎, 建部洋晶（海洋研究開発機構）, 渡部雅浩

（東京大学大気海洋研究所）2021 年 10 月 15 日 
148. 「プレスリリース」地球温暖化により「大気の川」由来の「経験したこと

のない大雨」が増える 釜江陽一（筑波大学）, 川瀬宏明（気象研究所）

2022 年 1 月 18 日 
149. 「プレスリリース」21 世紀後半までの降水量変化予測の不確実性を低減

することに初めて成功しました 塩竈秀夫（国立環境研究所）, 渡部雅浩

（東京大学大気海洋研究所）, Hyungjun Kim（Korea Advanced 
Institute of Science and Technology, 東京大学生産技術研究所）, 廣田渚

郎（国立環境研究所）2022 年 2 月予定 

 
・受賞等 
1. 木本昌秀: 2021 年度文部科学大臣表彰（研究部門）「数値シミュレーショ

ンによる気候変動の研究」, 2021 年 4 月 6 日. 
2. 竹村俊彦: 2021 年度文部科学大臣表彰（研究部門）「エアロゾルの気候変

動と大気環境への影響の定量化の研究」, 2021 年 4 月 6 日. 
3. 芳村圭、山崎大: 2021 年度文部科学大臣表彰（科学技術振興部門）「衛星

データ融合陸域水循環システム開発と防災利用への貢献」, 2021 年 4 月 6
日. 

4. 小坂 優: 第 4 回地球惑星科学振興西田賞「気候変動と異常気象に関わる

熱帯大気海洋相互作用と遠隔影響メカニズムの研究」, 2021 年 6 月 1 日. 
5. Stevens, B., 他: Progress in Earth and Planetary Science Most Cited 

Paper Award 2021 (Progress in Earth and Planetary Science (PEPS) 
に掲載された論文 Stevens et al. 2019), 2021 年 6 月 6 日. 



6. 大沼友貴彦: 2021 年度日本雪氷学会, 関東・中部・西日本支部論文賞, 
「北極圏の氷河および氷床の融解を加速させるバイオアルベド効果とその

モデル化研究」, 2021 年 6 月 10 日. 
7. 大沼友貴彦: 2021 年度日本雪氷学会, 平田賞, 「氷河および氷床の融解を

加速させるバイオアルベド効果とそのモデル化研究」, 2021 年 9 月 15 日.  

国際共同研究の状況 

 
・海外機関との連携 
(1) 国際プロジェクト等への参加 
1. WCRP CLIVAR ENSO Research Focus 委員（渡部） 
2. WCRP CLIVAR Ocean Model Development Panel 委員 （小室） 
3. WCRP CLIVAR Pacific Region Panel 委員 （2017 年まで鈴木立, 2018

年以降, 今田及び小坂） 

4. WCRP Global Land/Atmosphere System Study Panel, Global Energy 
and Water Exchanges Project 運営委員（金） 

5. WCRP Global Soil Wetness Project Phase 3 運営委員長（金） 
6. WCRP Grand Challenge on Decadal Climate Prediction 運営委員（木

本） 

7. WCRP Grand Challenge on Cloud, Circulation, and Climate sensitivity
運営委員 （渡部） 

8. WCRP Working Group on Coupled Modeling 運営委員（渡部） 
9. Cloud Feedback MIP 共同議長（渡部） 
10. Decadal Climate Prediction Project 運営委員（木本） 
11. Detection and Attribution MIP 共同議長（塩竈） 
12. ESA-JAXA EarthCARE Joint Mission Advisory Group 委員（鈴木健） 
13. High Resolution MIP 運営委員（木本） 
14. IGAC Aerosol, Cloud, Precipitation, Climate 運営委員（鈴木健） 
15. Land Surface, Snow and Soil Moisture MIP 共同議長（金） 
16. Ocean MIP 運営委員（小室） 
17. Radiative Forcing MIP 運営委員（関口, 塩竈） 

18. Research Advisory Committee for Indian Institute of Tropical 
Meteorology 委員（佐藤） 

19. World Weather Attribution Program 運営委員 （塩竈） 
20. Aerosols and Chemistry MIP 参加（竹村） 



21. African Monsoon Multidisciplinary Analysis Land surface MIP Phase 2
参加（金） 

22. Cloud Feedback MIP 参加（小倉, 渡部） 
23. CGILS SCM Intercomparison Phase 2 参加（釜江） 
24. Decadal Climate Prediction Project 参加（望月, 建部, 片岡, 小山） 
25. Detection and Attribution MIP 参加（塩竈） 

26. DYnamics of the Atmospheric general circulation Modeled On Non-
hydrostatic Domains (DYAMOND) 参加（佐藤） 

27. Extreme X Project 参加（塩竈） 
28. Flux Anomaly Forced MIP 参加 （鈴木立） 
29. Global Monsoon MIP 参加（渡部） 
30. High resolution MIP 参加（羽角, 小玉） 
31. Inter-Sectoral Impact MIP 参加（金） 
32. LS3MIP 参加（金） 
33. Ocean MIP 参加（小室） 
34. Polar Amplification MIP 参加（森） 

35. Partnership between Norway and Japan for excellent Education and 
Research in Weather and Climate Dynamics Project 参加（森, 小坂） 

36. Radiative Convective Equilibrium MIP 参加 （佐藤, 大野） 
37. Radiative Forcing MIP 参加（関口, 塩竈） 
38. Scenario MIP 参加（建部） 
39. Greyzone MIP phase2 参加 (野田) 
40. 日本学術振興会 国際共同研究事業 ドイツとの国際共同研究プログラム 

「大気データ解析における非断熱加熱の代替指標としての水蒸気同位体情

報の高度応用」（芳村） 
41. NASA ACCP Study Team, Science Community Cohort 国際メンバー 

(鈴木健)  
42. US CLIVAR Water Isotopes Working Group メンバー（芳村） 

 
(2) 国際会議等 
1. 2021 年 9 月 CFMIP2021 (オンライン主催) 
2. 2021 年 11 月 Water isotopes: From Weather to Climate（オンライン開

催） 
3. 2021 年 12 月 AGU Fall meeting 

 
 



・国内での連携 
1. 2021 年 5 月日本気象学会 2021 年度春季大会 参加・発表（オンライン） 
2. 2021 年 5-6 月 ＪｐＧＵ２０２１（オンライン） 
3. 2021 年 9 月  水文水資源学会（オンライン） 
4. 2021 年 12 月 日本気象学会 2021 年秋季大会参加・発表（オンライン） 
5. 2021 年 12 月  土木学会水工学講演会（オンライン） 

 
・外国人招聘 
なし 

 
・開発されたモデル一覧 
1. 全球気候モデル MIROC6 
2. 統合陸域モデル ILS 
3. 全球雲解像モデル NICAM 


